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３月２２日、地価公示が発表されまし

た。日本全体を見ると、

・全国平均では、住宅地、商業地は２年

連続で上昇し、工業地は７年連続で上昇

となりました。

・地方圏も同様で、住宅地、商業地は２

年連続で上昇し、工業地は６年連続の上

昇となりました。

要因を、以下のように分析しています。

ウィズコロナの下で、景気が緩やかに持

ち直している中、地域や用途などにより

差があるものの、都市部を中心に上昇が

継続するとともに、地方部においても上

昇範囲が広がるなど、コロナ前への回復

傾向が顕著となりました。

住宅地は、生活スタイルの変化による需要者

のニーズの多様化により、郊外部にも地価の

上昇範囲が拡大しています。最も上昇率が高

いのは北海道（＋７.６％）でした。

商業地については、都市部を中心に店舗需要

が回復傾向にあり、オフィス需要、マンショ

ン用地需要も堅調です。最も上昇率が高いの

は福岡県（＋５.３％）でした。

工業地は、Ｅコマース市場の拡大を背景に、

高速道路ＩＣや幹線道路等へのアクセスが良

好です。画地規模の大きな物流施設適地は、

地価上昇が拡大しています。

さて、静岡県はどうだったでしょうか。

（次ページへ）

【全国の地価上昇率 上位３地点（住宅地）】
① 北海道北広島市共栄町１丁目          ５９,８００円／㎡（＋３０.０％）

② 北海道北広島市美沢３丁目           ６０,８００円／㎡（＋２９.４％）

③ 北海道北広島市東共栄２丁目          ３８,５００円／㎡（＋２９.２％）

上位１０地点は、全て北海道。そのうち５地点が北広島市でした。

【全国の地価上昇率 上位３地点（商業地）】
① 北海道北広島市栄町１丁目          ８６,０００円／㎡（＋２８.４％）

② 北海道北広島市中央２丁目          ５５,０００円／㎡（＋２５.０％）

③ 北海道恵庭市緑町２丁目            ４９,２００円／㎡（＋２４.６％）    

上位１０地点は、全て北海道。そのうち５地点が江別市でした。
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令和５年地価公示 （静岡県の動向）

静岡県内の地価は、住宅地、商業地で下落率が縮小し、工業地は横ばい

から上昇に転じました。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大・縮小を繰り返す中、社会経済活

動の正常化が進み、人流の回復が見られ、飲食店等が連たんする中心商

業地の地価も回復の兆しが見られます。熱海など、観光客が回帰した観

光地の地価は上昇しており、生活利便性の良好な住宅地、高速道路から

のアクセスの良い工業地等の地価も上昇傾向にあります。

静岡県内の住宅地の地価上昇率トップ３は、

①静岡市葵区西草深町    ＋４.６％（２９８,０００円／㎡）

②熱海市春日町       ＋２.７％（１０１,０００円／㎡）

③静岡市葵区音羽町     ＋２.２％（２３２,０００円／㎡）

４位は駿河区大坪町、５位は浜松市中区上島３丁目でした。

商業地の地価上昇率トップ３は、

①熱海市銀座町      ＋１１.７％（１８２,０００円／㎡）

②静岡市葵区伝馬町     ＋５.５％（５８０,０００円／㎡）

③静岡市葵区鷹匠２丁目   ＋４.５％（３７０,０００円／㎡）

４位は駿東郡長泉町中土狩、５位は熱海市和田浜南町でした。

一方、地価の下落を見ると、

住宅地の地価下落率トップ３は、

①焼津市浜当目２丁目    ▲５.４％（１７,６００円／㎡）

②沼津市口野        ▲５.３％（２６,９００円／㎡）

③焼津市石津港町      ▲４.６％（２５,０００円／㎡）

となっており、災害リスクの高い沿海部や高齢化が進む過疎地域が多い

傾向が続いています。

木村 満義

不動産鑑定士



令和５年地価公示（静岡県の動向）

商業地の地価下落率トップ３は、

①牧之原市波津       ▲３.５％（３０,４００円／㎡）

②掛川市横須賀       ▲３.３％（２０,５００円／㎡）

③南伊豆町下賀茂      ▲２.９％（３０,１００円／㎡）

４位は浜松市西区舘山寺町、５位は沼津市原町中３丁目でした。

高齢化や過疎化が進行し、繁華性の低下が続いている地域が多くなっています。

住宅地の県内最高地点は、

駿河－２８ 駿河区曲金６丁目 ３３６,０００円／㎡（±０.０％）で、昨年と同一地

点です。ちなみに、こちらは戸建住宅用地ではなく、マンション用地です。

商業地の県内最高地点は、

葵５－１ 静岡市葵区呉服町２丁目 １,４３０,０００円／㎡（±０.０％）で、４１

年連続１位を保っています。昨年▲１.４％の下落から、今年は横ばいとなりました。

一方、浜松の最高地点は、

浜松中５－１ 浜松市中区鍛冶町 ６０５,０００円／㎡（±０.０％）で、昨年と同一

地点です。こちらは、２年連続の横ばいとなりました。

各市町の地価を平均変動率で見てみると、上昇した市町は以下のとおりです。

住宅地：長泉町＋０.９％、熱海市＋０.４％、湖西市＋０.２％

商業地：熱海市＋６.９％、長泉町＋２.１％、三島市＋０.７％、浜松市＋０.５％、

    藤枝市＋０.３％、静岡市＋０.２％

一方、下落の大きな市町は以下のとおりです。

住宅地：東伊豆町▲２.９％、伊豆市▲２.４％、河津町▲２.０％、吉田町▲２.０％

商業地：南伊豆町▲２.９％、牧之原市▲２.７％、河津町▲２.６％、

    伊豆市▲２.５％、東伊豆町▲２.５％、伊豆の国市▲２.３％、

    下田市▲２.０％
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不動産鑑定士による無料相談会

今年も、不動産鑑定士による春の不動産無料相談会を開催します。

日時：４月５日（水曜日） １０時～１６時

会場：富士市 「富士市交流センター」２階 会議室１

    静岡市 静岡産学交流センター「ペガサート」７階 小会議室

    浜松市 「浜松商工会議所」１階 １０１会議室

浜松会場は、３月３１日までに事前電話予約（静岡県不動産鑑定士協会

TEL：054-253-6715）が必要です。

詳しくは、静岡県不動産鑑定士協会のHPをご覧下さい。

http://www.shizuoka-kantei.com/

【地価公示】

コロナ禍からの回復が、地価にも現れるようになってきました。生活利便性の良好な

住宅地や郊外型の路線商業地の地価水準は、コロナ前の水準を超えている所が多く、回

復というよりも、コロナ超えと表現した方が適切かもしれません。エネルギー価格や原

材料価格の高騰など、楽観できない要素は多々ありますが、今後も地価水準が堅調に推

移していくことを願っています。

静岡県の地価について、もうひとつ補足を。

住宅地の地価水準は、昭和６２年を１００とすると、バブルのピーク時は１６７.４、

令和５年は８０.７だそうです。つまり、バブルの時と比べて地価水準は半値ということ

になります。一方、商業地は、バブルのピーク時で１９０.４、令和５年は４７.２で、地

価水準は４分の１ということになります。これをみると、地価上昇の余地はまだまだた

くさんあると思えてきます。

【記者レク】

令和４年から地価公示の代表幹事を務めており、地価公示と地価調査の発表前に、県

庁で記者レクをしています。今回、３回目の記者レクでしたが、何回やっても、緊張し

ます。事前に想定問答を準備するのですが、想定していない質問を受けると、頭が真っ

白になります。今回も、頭が真っ白になりました。

（木村）

編集後記


